
　群馬県桐生市に拠点を置く杉戸燃料店は、創業50年を迎え、LPガス販売、配管工
事、ガス機器販売を通してお客さまに快適な生活を提供する「街のガス屋さん」を目指
している。

有限会社杉戸燃料店

　織物の街「桐生」。かつては織機の音が響いた住宅地に杉戸燃料店はある。出迎えて
下さった代表取締役の杉戸康男さんは初対面とは思えない親近感でお話し下さった。
　まず意外だったのは、すでに本年で２回目のLPWA補助金を申請し、機器設置も完
了しているが、桐生市内の本格運用はまだ開始していないとのこと。
　その理由は燃料費高騰による自治体からの県民割（群馬県LPガス利用者負担軽減
事業）の対応や、LPWA導入に伴い新たな請
求書発行システムを企画していたが、まだ納
得のいくものになっていないことがその理由
であった。　　
　同社社員の男女構成は、社員8名のうち女
性が5名を占めている。その理由は家庭でガ
スを使用するのは女性が中心、そのニーズを
一番理解しているのは女性、だから女性中心
の人員構成にしているとのこと。保安従事者
は資格を有する男性社員が担務するものの、
販売促進にかかる企画、営業活動は女性の業
務である。

LPWA導入後の動き
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　そんな独自性を打ち出す同社におけるLPWA導入の経緯は、「地方都市に見られる
労働力不足を補完することが理由ではない。社員がもっとやりがいを見出せる職場を
創造し、社員のやる気が新しいサービスを創出し、お客さまがその新サービスに満足
することで社会貢献につながる、こういった好循環を生み出すきっかけとしてLPWAを
導入した」と杉戸さん。
　東日本大震災以降、エネルギーの自由化が進み、お客さまがガス、電気、灯油を選
択する際の物差しが価格だけに限らず、サービスの充実なども求められている今だか
らこそ、LPWAの機能である自動検針、保安業務の拡充はすべて任せ、社員はお客さ
まが求めるサービスの企画、開発をするべきであるとも考えている。
　既に10年目を迎えている女性社員の企画であるが、暖房に灯油或いは電気を使用
しているお客さまにガスファンヒーターの短期間レンタ
ルを行っている。始めた当初は利益性を心配したが、リ
ピート率はなんと９９％を達成している。これには仕掛
けがあり、リピートのお客さまには昨年使用した同じ機
器を調整のうえ貸出し、置き配で配達する際にはその
地区のごみ回収袋に入れて配達するので袋を再利用
できることから喜ばれているという。主婦の感覚を捉え
た女性社員の企画ならでは、である。しかも電気料金
の値上がりもあり、ガスの経済性が見直され、オール電
化のお客さまがガスに回帰するといった効果を生み出
しているという。

新サービスの創出に向けて

　杉戸さんにLPWA導入後の感想と今後の展開を伺った。導入の際には東洋計器さ
んに全てをお願いし、献身的に働いていただいたご担当者に「とても感謝している」と
のこと。諸事情もありLPWAの本格稼働は年始早々になるが、すでに桐生市外の検針、
保安にLPWAは稼働しており、その効果は実感している。
　今後は、今以上にLPWAを活用して料金、保安業務にかかる時間、コストの削減、女
性社員中心による新企画を創出し、「将来的にはガスに限らないホームサービスを提
供するトータルライフサポート企業に育て上げたい」と胸を張った。

トータルライフサポート企業を目指して
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LPWA通信システムの実態調査票（事前調査）



LPWA通信システム導入までのスケジュール


